令和8年度　豊田市帰農者滞在施設利用申込書

豊田市長　様

	
	申請日 令和　　 年 　 月 　 日

	申 請 者
	住所

〒
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふりがな),氏名)（利用責任者）

電話（　　　）　　－

	利用する施設
	
	豊田市帰農者滞在施設夏焼みどりのふるさと村

	
	
	豊田市帰農者滞在施設野入みどりのふるさと村

	
	注意　１）どちらかに限定する場合は、○印を記入する。

２）どちらでも良い場合は、優先順位１・２を記入する。


	利用期間
	令和８年６月１日　から　令和９年３月３１日まで

	利用予定者
	氏　　　名
	続柄
	年齢
	職　　業
	住　　　所

	
	
	本人
	
	
	同上

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	・利用予定者は、申請者を含め利用を予定している人を記載してください。
・利用予定者が5人以上の場合は、主に利用を予定している人を記載してください。


豊田市帰農者滞在施設　利用計画書
【１】利用者資格
次の条件すべてに該当しますか。
□　該当する　　　　　　□　該当しない
	【条件】
・現在の住まいは、都市と山村との交流にふさわしい都市部である。
・現在の住まいから施設までの移動所要時間は30分以上、かつ距離は15Km以上である。
・近隣に設置された約100㎡の農地を耕作するとともに、十分な管理ができる。
・施設及び農地の利用について、きまりを守ることができる。


【２】利用計画
１　農作業の経験について
一番近いもの１つにチェックしてください。
□　農地を耕作した経験があり、草刈り機や耕運機なども使用できる。
□　家庭菜園規模で、手作業のみの農作物栽培の経験はある。
□　農作物を育てた経験はない。
２　利用予定日数（延べ日数）について
　6月から翌年3月までの利用予定日数（延べ日数）を記載してください。
（記入例）月４日の利用の場合　４０日
利用予定延べ日数　（　　　　　　）日　　
３　移住定住、地域交流の意向について
該当するものすべてにチェックしてください。
□　将来的に稲武地区へ移住したい。
□　将来的に稲武地区で就農（仕事として農業生産を行う）したい。
□　将来的に本拠地を現住所に残しつつ、稲武地区と2拠点での生活をしたい。
□　移住の意向はない。
□　就農（仕事として農業生産を行う）の意向はない。

□　他の利用者や地域の農家との交流を持ち農業を学びたい。
□　稲武地区の地域活動やボランティア活動に参加したい。
□　稲武地区で起業又は就業（農業以外）したい。
□　周囲に干渉されず、気ままに生活したい。
４　施設の応募にあたって、応募の目的や動機、農作業等の経験、稲武地区への思い、利用による地域への効果など自由にご記載ください。
	


